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なぜ観光行動を知りたいのか？

マーケティ
ング上の
理由

ガイド上
の理由

交通政策
上の理由

防災政策
上の理由
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今日の授業の目的

人々の行動履歴をどのようにして知り、
そのデータをどのように分析すればよい
かを学ぶ。

ツーリズムとはとくに縁の深い空間解析
手法である！
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観光行動を知る様々な方法

• 独自調査
– 行動観察
– 日誌調査（Activity Diary）
– GPS調査
– IC乗車券利用履歴の収集
– ウェアラブルカメラ

• 既存データの利用
– パーソントリップ調査
– 携帯基地局通信履歴

（DoCoMoやAgoop）
– 企業の収集しているスマホGPSデータ

（混雑統計やNAVITIME）
– ＳＮＳ投稿データ
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観光行動を知る方法Ⅰ：独自調査

• 行動観察

• 日誌調査（Activity Diary）
• GPS調査

• IC乗車券利用履歴の収集

• ウェアラブルカメラ
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観光におけるGPS調査

メリット

• 精細な時空間データ

• 旅行者への負担小

デメリット

• 建物の中では「軌跡が飛ぶ」

• 屋外でもビル街は精度悪い

• 配布・回収の手間

• バッテリーがすぐ切れる

• 壊れているやつが紛れている
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観光行動を知る方法Ⅱ：
既存データの利用

• パーソントリップ調査

• 携帯基地局 通信履歴（DoCoMo）
• 企業が独自収集しているスマホGPSデータ
（ゼンリン混雑統計、NAVITIME、Agoop）

• ＳＮＳ投稿データ
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観光行動を知る方法：まとめ

時空間精度

日誌調査

GPSロガー

IC乗車券 携帯電話

SNS

ウェアラブルカメラ

旅行者へのストレス

行動観察
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行動データを解析する
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行動解析のメニュー

1. 軌跡（track）を描く

2. アニメーションで見る

3. 時空間パスを描く

4. ヒートマップ（カーネル密度図）を描く

5. 各エリアの訪問率を求める

6. 各エリアの平均滞在時間を求める

7. 各エリアの平均訪問時刻を求める

8. 各エリア間の遷移フローを求める

9. パターン分類する
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①軌跡を描く／②アニメーションで見る
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③時空間パスを描く
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有馬貴之, 駒木伸比古, 菊地俊夫(2010)

時空間パスを用いた分析例
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多人数の時空間パスを重ねる
→うまくいくとパターンが見える
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④ヒートマップ（カーネル密度図）を描く

赤いところ＝長時間滞在したところ

16
GPSの軌跡をストリートビューで見るツール by 倉田陽平
http://www.comp.tmu.ac.jp/kurata/tools/gpx2sv.html 17

多人数のデータでヒートマップ
（カーネル密度図）を描く

赤いところの意味は？ 18

⑤各エリアの訪問率を求める
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訪日外国人GPS行動調査のケース（2011）
※京王プラザホテル新宿宿泊客のデータ
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⑥各エリアの平均滞在時間を求める
⑦各エリアの平均訪問時刻を求める

訪日外国人SUICA履歴調査のケース（2010）

（矢部・倉田 ２０１３） 20

⑧各エリア間の遷移フローを求める

訪日外国人GPS行動調査のケース（2011）
※京王プラザホテル新宿宿泊客のデータ

NodeXLというExcelアドインを使用して作図
21

⑨パターン分類する

配列アライメント手法
1. 一人一人の所在地を一定間隔に

サンプリングして文字列化

2. 文字列の「類似度」を算出

3. クラスター分析を適用

ID1：原台台浅浅

ID2：原台台台浅浅

ID3：原原原原原原

似てる

似ていない

630 0102630 0010630 0146630 0046630 0045630 0112630 0040630 0038630 0149630 0070630 0145630 0027630 0134630 0079630 0086630 0109630 0083630 0082630 0126630 0113630 0138630 0085630 0081630 0093630 0098630 0095630 0104630 0136630 0018630 0091630 0033630 0064630 0073630 0031630 0124630 0063630 0110630 0030630 0078630 0060630 0107630 0053630 0062630 0039630 0101630 0094630 0037630 0065630 0071630 0105630 0076630 0114630 0139630 0130630 0131630 0077630 0099630 0058630 0052630 0009630 0120630 0050630 0068630 0142630 0119630 0008630 0092630 0115630 0103630 0067630 0151630 0024630 0006630 0026630 0108630 0020630 0011630 0127630 0015630 0090630 0097630 0096630 0047630 0005630 0048630 0117630 0029630 0075630 0028630 0116630 0003630 0004630 0066630 0042630 0137630 0049630 0100630 0041630 0002630 0016630 0025630 0140630 0150630 0007630 0087630 0084630 0141630 0143630 0051630 0072630 0106630 0129630 0133

B

A

C

D

E

F
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配列アライメント手法の例

上野動物園のケース

クラスター

名 主な観覧ルートと特徴 

クラスター

A 

Ea→Ef→Eg→Eh→Ei→Ej→Ek→El→Ee
→Em に長時間滞在したのち， 
西園に移動する群 

クラスター

B 
Ea→東園北側→東園南側→西園→ 

東園に戻って表門から退園する群 

クラスター

C 

Ea→東園北側→Ej に長時間滞在→ 
西園に移動し，西園の門から退園す

る群 
クラスター

D 
Ea→東園北側→東園南側→西園に移動

し，Wb に長時間滞在する群 
クラスター

E Ea→Ee→Em→Ek と移動する群 

クラスター

F 

Ea→東園北側→Ej に長時間滞在したの

ち，東園南側へ Ek→El→Ee→Em と移

動し，西園に移動する群 

（川瀬・矢部・伊藤 2015）
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行動解析のメニュー

1. 軌跡（track）を描く

2. アニメーションで見る

3. 時空間パスを描く

4. ヒートマップ（カーネル密度図）を描く

5. 各エリアの訪問率を求める

6. 各エリアの平均滞在時間を求める

7. 各エリアの平均訪問時刻を求める

8. 各エリア間の遷移フローを求める

9. パターン分類する
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これからの行動調査
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屋内測位技術の利用

• Wi-Fi
• Bluetooth
• IMES
• 超音波の利用

• 可視光通信

• 自立航法
（Dead Reckoning）

http://www.kodo‐lab.co.jp/
サービス案内/行動計測サービス/

http://nttd‐mse.com/bizprism/
bluetooth‐low‐energy.html
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本当に「観光」していたのはどこか？
それはどれくらいの時間か？

（Kawase, Yabe, Kurata 2012; 2014）

フラミンゴを
観覧していた時点

フラミンゴを
観覧していなかった時点
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どこでどんな感情をいだいたか？

GPS調査に生体計測を組み合わせる？

• 脳波センサ

• 心拍センサ

• 視線センサ

• 発汗センサ
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どこでどれくらいお金を使ったか？

• データはあるが・・・

– SUICA
– VISA

• 代替データ

–ガイド随行記録

↑訪日外国人の消費先（東京都）
※RESASより取得

（倉田・鈴木 2017.7発表予定）
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今日のキーワード

• 行動観察

• 日誌調査

• GPS調査

• パーソントリップ調査

• 時空間パス

• 訪問率・平均滞在時間・平均来訪時刻

• 遷移フロー

• 屋内測位技術

• 生体計測


